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研究成果の概要（和文）：本研究の結果、唾液機能向上プログラムは短期間、長期間ともに、う蝕・歯周病のリスクで
ある細菌数、唾液色度・濁度、唾液粘度の改善に寄与することが示された。
また唾液防御機能としてあげられる唾液粘度が高い者は、H2S・CH3SH・(CH3)2S・ブレストロン・官能検査のいずれの
口臭判定基準においても、口臭を有する者の割合が有意に高いことが示された。

研究成果の概要（英文）：This study revealed that the oral function promotion program contributed to the 
improvement of oral bacterial count, saliva chromaticity, saliva turbidity and salivary viscosity which 
are related to the risk of caries and periodontal disease in short period and long period.
Moreover, this study indicated that salivary viscosity as well as tongue coating were significant risk 
factors for halitosis measured by concentrations of H2S, CH3SH, (CH3)2S, total VSCs, and the organoleptic 
score.

研究分野： 予防歯科、公衆衛生学
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１．研究開始当初の背景 
（１）宇宙で歯科疾患が起こりやすい理由 
宇宙滞在時においてはう蝕や歯周病が起こ
りやすいという報告がされている。NASA の
SKYLAB ミッションで宇宙飛行士の歯垢や
歯石が増加し、潜水艦などの摸擬宇宙環境に
おいてう蝕が生じたことから、NASA の
Design Reference Mission（DRM）において、
う蝕は不測の事態に備えてリスクを減らす
方法を開発すべきと定義されている。今後は
1 年以上の長期宇宙滞在ミッションも計画さ
れており、宇宙という歯科医師がいない環境
で、歯周炎や歯髄炎の急性症状が生じたとき、
その対応は困難である。 
宇宙や摸擬宇宙環境においてう蝕や歯周病
が発生しやすい理由として、口腔清掃以外に
は、舌や下顎の運動機能（口腔機能）が低下
すること、精神的ストレスが増えることが関
係していると考えられる。口腔機能の低下や
精神的ストレスは、自律神経とも密接に関係
しており、唾液量の低下や唾液粘度の増加、
唾液中の免疫物質の減少を引き起こす。唾液
には、口腔内の自浄作用や免疫作用があり、
唾液分泌量が少ない場合はう蝕や歯周病に
なりやすいことが報告されている。また唾液
粘度が増加すると、食物、細菌が残留しやす
く、ペリクルという歯垢の温床を形成しやす
くなるため歯周病を生じやすくなると報告
されている。さらに唾液中の免疫物質として
の sIgA 等の抗菌物質の減少、 Matrix 
Metalloproteinase（MMP）の増加による歯
周組織の破壊などによりう蝕や歯周病を進
行させる可能性も指摘されている。ゆえに宇
宙においてう蝕や歯周病が発症しやすい直
接的な要因として唾液量、唾液粘度、唾液中
免疫物質などの「唾液防御機能」の低下が関
係していると考えられる。この唾液防御機能
の低下は、入院患者を対象にした研究でも同
様に報告されており、大規模災害時の集団生
活などでも起こる可能性がある。ストレス軽
減と口腔機能向上により、唾液防御機能を向
上させることは、う蝕や歯周病を予防するた
めに重要であると考えられるが、現在までの
宇宙環境や入院時、大規模災害などを想定し
たう蝕や歯周病の予防法は口腔清掃が主で
あり、唾液防御機能を向上する方法は検討さ
れていない。 
 
（２）唾液防御機能低下によるう蝕・歯周病
の予防策は？ 
唾液防御機能の向上に効果が期待できるも
のとして「健口体操」がある。健口体操は唾
液腺マッサージ、舌体操、顔面体操（計 5 分
程度）により構成されており、それぞれ「大
唾液腺賦活作用による唾液量の増加、口腔自
浄作用」「舌や口唇の機能向上による食物残
渣の減少」「ストレス減少効果・口唇の閉鎖
機能向上による口腔乾燥防止」の効果が見込
まれている。いままでは、高齢者や要介護者
を対象にした研究で、嚥下や舌などの口腔機

能の向上と唾液の分泌量の増加は報告され
ているが、ストレスや他の唾液防御機能（唾
液粘度や唾液中免疫物質）への効果は調べら
れていない。またこれまでの健口体操の研究
は高齢者や要介護者が主であり、宇宙飛行士
や大規模災害などにおいて想定される過酷
な環境にいる一般成人を対象とした研究は
行われていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、唾液防御機能が悪化する

環境（宇宙滞在時、災害時、入院時）を想定
した時のう蝕・歯周病予防プログラムとして
の「健口体操」の唾液防御機能向上効果とう
蝕・歯周病予防効果を検証することである。 
 また様々な唾液防御機能の口腔疾患との
関連性についても調査することも目的とし
ている。 
 
３．研究の方法 
（１）一般成人を対象に、健口体操を行う介
入群と行わない対照群に分けて研究を行っ
た。介入群に対しては、作成したマュアルに
基づき 1日 4回健口体操を行うように指導し
た。評価項目は短期的にはストレス状態、唾
液防御機能として唾液粘度、唾液中免疫物質
の変化を調べた。長期的には、それらの改善
による口腔内細菌、口腔清掃状態、う蝕・歯
周病の状態を調べる。なお、ベースラインに
おいては全ての検査を実施した。 
 
（２）東京医科歯科大学歯学部附属病院息さ
わやか外来受診患者を対象に、唾液防御機能
としての唾液粘度が口臭に与える影響につ
いて調査した。 
 
４．研究成果 
（１）一般成人 25 名を対象に、健口体操を
実施した結果、直後に舌苔中総菌数が有意に
減少し、唾液中の色度・濁度が低下した。 
 また、安静時唾液量、唾液粘度、唾液コル
チゾールともに減少し、唾液 pH が上昇した
が、有意差はみられなかった。 
 
（２）健口体操実施群 25 名、非実施群 15 名
を比較した結果、1 か月後では、両群ともに
プラークスコアが有意に減少した。さらに実
施群では唾液粘度が有意に減少した。 
 
（３）東京医科歯科大学歯学部附属病院息さ
わやか外来受診患者224名を口臭の有無によ
って分け、唾液粘度の低い群、中等度の群、
高い群の割合を比較した結果、H2S が 1.5 
ng/10mL 以上の者・CH3SH が 0.5 ng/10mL 以
上の者・(CH3)2S が 0.4 ng/10mL 以上の者・
ブレストロン値 251 以上の者・官能検査値が
2 以上の者、すなわち口臭のある者は、口臭
のない者と比較して、唾液粘度の低い群が少
なく、高い群が多く、2 群間の唾液粘度の分
布に有意の差が認められた(表１)。 



表１．口臭別唾液粘度分布 
 
（４）東京医科歯科大学歯学部附属病院息さ
わやか外来受診患者 224 名を対象に、口臭の
有無を従属変数に、口腔保健状況を独立変数
にして、年齢・性別を調整してロジスティッ
ク回帰分析を行った結果、すべての口臭判定
基準に共通して有意であったのは、舌苔付着
と唾液粘度であった。舌苔付着が多い者は少
ない者に比べて 2.4-5.3 倍、唾液粘度が中等
度や高い者は低い者に比べて 2.3-7.5 倍、口
臭を有する割合が有意に高かった(表２)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２．口臭に関するロジスティック回帰分析 

（５）本研究の結果、唾液機能向上プログラ
ムは短期間、長期間ともに、う蝕・歯周病の
リスクである細菌数、唾液色度・濁度、唾液
粘度の改善に寄与することが示された。また
唾液防御機能としてあげられる唾液粘度が
高い者は、H2S・CH3SH・(CH3)2S・ブレスト
ロン・官能検査のいずれの口臭判定基準にお
いても、口臭を有する者の割合が有意に高い
ことが示された。 
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